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である。屋上からは富士山を中
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望にすることができる。
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別棟に水族室,宿合などがある。

下

採集船臨海丸。わずか 3ト ン

あまりの小船ながらドレッヂ採

集など研究にも教育にも奮闘し

てし―ヽる。船上の 3人は採集のベ

テラン達で実験所を訪れる研究

者は皆世話になった覚えのある

人達である。
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基礎科学と応用科学の狭間で考えたこと

この 4月 から理学部の一員として参加することに

なりました。昭和447月 化学系大学院博 士課程

(指導教官 :藤原鎮男教授 )の中途から農学部農芸

化学科助手に転出し嗅
‐
C卜から,約 9年ぶり古巣で

仕事をする機会を与えて頂いたことになります。こ

の間,上記の農芸化学科に約 5年間,環境庁国立公

害研究所に約 4年間在籍 し,′ うち2年間を米国フロ

リダ大学化学教室で過しました。理学部外の研究室 ,

研究所を害」合短期間のうちに 3箇所, しかもどちら

かというと応用分野の研究環境の中で研究を続けて

きた意味では,多 くの皆様と多少異なる体験をした

と思います。反面,これまで応用分野の研究環境に

慣れた自分が, これから基礎研究の学問分野でどう

いう研究の展開ができるか,ま た行なわねばならな

いかを考える時一沫の不安を覚えます。今回広報委

員の田隅三生教授から,新年度教官として外部から

転入した数少ない一人として,私の体験を自己紹介

を含めて書〈ようにとのか勧めがありましたので,

筆を取つた次第であります。しかしながら,この間

特筆するような業績や出来事があつたわけでもあり

ませんので大変憚かられるのですが, 9年間の研究

および体験を御紹介することで責任を果 したいと考

えております。

昭和44年 といえば,東大では 1月 に今でも記憶に

生々して安田講堂事件があつた年で,遂にはその年

の入学試験までが中止され,大学の将来にかなり不

安を感じた頃であります。私が農学部に移 りました

7月 頃は,本郷キャンパスはかなり平静に戻 りつつ

ありましたが,橋一ツ隔てた農学部キャンパスでは

地震研究所や応用微生物研究所で臨時職員問題の火

の手が上 り始めておりました。研究環境にはそれほ

どの影響はありませんでしたが,農学部としては続

く数年間この問題で大変だつたようです。

国内事情としては,高度経済成長政策の寒効が現

われ始め, “エコノミック アニマル "の勇名をは
せ,日本経済の世界市場への進出が喧伝されており

原 口 紘 繋.(化学 )

ました。経済発展の影響は,大学では学生数の増員 ,

学科の新増設,それに伴なう研究室の増設として反

映され,大学も急速に拡充されておりました。その

結果,私達世代はマスプロ教育の申し子として育つ

たわけです。化学科では昭和38年 と害J合早い時期に

学生数が従来の25名から45名に増員されておりまし

た。農芸化学科では昭和43年に∞名から75名 に増員

され,それに伴ない研究室が従来の10講座から新設

5講座を加えて15講座に増設されました。既にその

頃オーパードクターの問題が起 り始めていた頃です

から,私が研究職に就いたのは学科増設の恩恵にあ

ずかつたわけです。

農芸化学科で私が所属しましたのは,新設講座の

「分析化学研究室」で,そこに着任されましたのが

現在は化学教室におられます不破敬一郎教授であり

ました。不破教授は10数年間の滞米生活から帰国さ

れた直後であり,新 しい研究分野の展開と共に,ま

た先生はいわゆる“アメリカポケ(自称 )"状態で

したので今ではお聞きすることのできないアメリカ

事情を拝聴することが出来,新鮮かつ強烈な印象で

ありました。研究テーマとしては, “微量金属と生

物,並びに新分析法の開発 "を挙げてかられました。

それから5年 ,研究室も整い,私自身の研究も軌道

に乗りかけた時期だつたのでありますが,昭和49年

3月環境庁の付属研究所として筑波研究学園都市に

国立公害研究所が新設され,不破教授が計測技術部

長を兼任された関係もありまして,私 も発足早々の

時期に参加 したのであります。今考えてみますと,

新設講座,新設研究所を渡 り歩 くことはどれだけの

研究ができるか不安も大きかったのですが,新 しい

研究環境をgll造 し,かつ異なる分野の人々に会える

喜びはそれに替え難いものでした。

当時既に水俣病,イ タイイタイ病などの公害病が

多数発生しており:それらの公害問題に対処するた

めに政府が環境庁を新設 したのが昭和46年,そ して

環境問題の総合研究所として昭和49年国立公害研究
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所が設立されたのであります。環境問題が昭和30年

代以降の急速な経済発展の矛盾 として発生 したこと

は疑う余地がありません。現在では非常に厳 しい環

境基準の設定と浄化処理設備の設置義務のため,産

業廃棄物による公害発生の可能性はかなり少なくな

りつつあります。そ して今後は,自 動車の排気ガス

や生活排水など住民生活 と結びついた環境問題がよ

り重要なものとなると思われます。すなわち,環境

問題では公害に対処するという考え方 よりも,環境

科学 としての地道な研究が,大げさに言えば “地球

を守る "と いう立場から必要 と考えられます。現在

文部省特別研究 として進められている「環境科学」

特別研究は, このような観点から時宜を得た企画 と

考えられます。

筑波研究学園都市には,筑波大学を含めて40余数

の研究機関が移転・ 新設により建設されてお ります。

昭和49年当時は未だ建設間 もない時期で道路 もあま

り整備されてからず, ドロンコ道を長靴で歩かねば

ならなかつた懐 しい時代で した。以来 4年,道路 も

完備 し,建物 もほとんど完成間近かで,来年の通産

省,農林省関係研究機関の移転によって一応完成の

運びとなる予定です。これからは住宅かよび生活環

境など周辺設備の整備が重点的に行なわれ,新 しい

近代都市,そ して日本で初めての研究都市が誕生 し

ようとしています。

フロリダ大学には昭和50～ 52年の 2年間滞在 しま

した。行先は化学教室の Winefordner教 授の研

究室で,教授は「原子ケイ光分析法」 という微量分

析法の創始者 として知られている方です。教授の学

問,研究に対する情熱と素晴 しい研究環境の中で ,

現在種々の分析法の中で多 〈の元素について最高感

度を得ることのできる“色素 L/―ザー励起原子ケイ

光分析 ",ま たフレームなどの高温ガス燃焼体の局

所温度直接演1定法の開発など幾つかのかなり重要な

基礎的ないしは開発的研究を行なうことができまし

た。それまで応用分野の研究環境の中に身を置いて,

自分の研究方向を見い出すのにあくせ くしていた時

期でしたが,フ ロリダ大学の 2年間は不思議 と安 ら

ぎのある充実 した研究生活を過すことができました。

これまで研究以外のことを主に書いてきましたが ,

大学院時代からで も10数年にしかならない私の研究

経歴の申でも,学問から社会の動きを見ても,逆に

時代の流れから自分の研究を見ても,不思議 と関連

があるのに感慨を覚えるからであります。これは私

の専攻 している分析化学 という学問自体の性格によ

るものなのかもしれませんが,一方指導を受けた先

生方の先見の明によることは勿論です。大学院時代

に学んだ核磁気共鳴分光法は藤原教授がその普及に

大変貢献されたものでありますが,核磁気共鳴法が

なかつたならば戦後の高度成長の担い手の
二つであ

る石油化学工業にかける化合4/m分析は相当に困難な

問題だつたと思われます。不破教授が帰国後普及に

努力された原子吸光分析法は,現在環境分析ばか り

でなくあらゆる分野の超微量分析法 として不可欠な

ものとなつています。そして現在,私達は不破教授

を中心に “多元素 (多成分 )同時超微量分析法の開

発 "を大 きなテーマとして研究を進めてお ります。

フロリグ大学で学んだ原子ケイ光分析法や高周波プ

ラズマ発光分析法,そ して00 MSな どの浪1定法が

基礎 となります。この方法の概念は,生物や環境試

料中の微量元素の役害」や評価を考える時,必須元素

であれ有害元素であれ,単一元素のデータだけでは

十分な議論ができないことに触発されたもので,応

用分野のニーズに由来するものです。 しかし,その

要請に応えるには基礎科学 としての分析化学や各種

物理的測定手段に関する技術や知識を生かさねばな

りません。これらは小さな問題かもしれませんが ,

このような基礎科学 と応用科学または異種学問分野

のつなが り, このことを今様にいうならば学際領域

の研究 ということになりますが, この学際的研究が

既に行なわれている以上に今後重要 となると思いま

す。それ も人間との関連で考えられねばならないで

しよう。オイルショッタで地球上の資源やエネルギ

ーは有限であり,環境問題で地球上の空間は有限で

あることを私達は学びました。人口増加に伴なう食

糧問題が近い将来の大問題 となることも警告されて

います。物質観のみによる科学がこれらの問題すべ

てを解決できるとは思われませんが, しか し解決法

の糸口は科学に頼るしかなさそうです。基礎科学を

推進する場 としての理学部でも,学問の発展に貢献

しつつ,上記のような地球上の問題に如何に対処す

るかを考えることは,個人の関与できる分野は小さ



くとも重要な使命のような気が してお りますが,こ

の考えは応用に親 しみ過ぎたせいで しようか。

理学部には学生 として数年間いただけですので面

識 も少ないのですが,諸先生方はじめ皆様の御指導

を得ながら,将来の大学教育や研究をこれまでの経

験を生かして考えていきたいと考えています。今後

皆様の御教示を切に願つてか ります。

吉田さんは私の同級生です。つまり地球物理を昭

和 19年 9月 (戦争のため在学年数は 2年半で した )

に一緒に卒業 したのです。ですから30年以上 もか互

いに顔をつきあわせていたことになります。

ところが,私にとって吉田さんがな〈なるす ぐ前
のころの顔 も,共に教室で諸先生の講義をきいてい

たころの顔 もまつた く同じ,つまり年々かわってい

ないように思えるのです。20才の青年と50代の人の

顔がかなじ筈 もありませんが不思議なことに本当に

同じにみえるのです。

これはきつと吉田さんの性質 と云うべきか気質 と

云うべきものが,その間年々かわっていないからに

ちがいありません。吉田さんは本当に純粋で善良な

方でした。勿論これは単なるか人好 しと云うわけで

はありません。学術上では重要な業績 をあげられ,

又色々な委員会や国際的な組織で重要な役をはたし

て居 られました。

吉田さんがなくなったときに門下の方々は吉田さ

んの学術上の論文集を出されました。

ここではその論文集の序文をか りて,吉田さんの

履歴を記 してかきましよう。

『 東京大学教授吉田耕造博士は,去る 1月 28日 直

腸癌のため,東京大学附属病院で逝去され,告別式

は 1月 30日文京区自山の寂円寺で行われました。

先生は大正 11年 1月 17日 大阪でお生れになり,昭

和 14年に大阪府立北野中学校を,17年第一高等学校

理科を,19年 9月 に東京帝国大学理学部地球物理学

科をご卒業,21年東京大学理学部助手,製年理学博

士,その後29年助教授,39年 地球4/m理第一講座教授

に昇任され,終始東京大学にあって海洋物理学の研

究 と教育にはげんでこられました。また,こ の間27

故 吉 田 耕 造 教 授

浅  田 敏  (地球物理 )

年 5月 から29年 11月 ,36年 2月 から37年 2月 の 2回

にわたってスクリップス海洋研究所で研究に従事さ

れております。』

ここで吉田さんの学術上の業績について紹介して

かきたいと思います。前記の論文集によれば1947年

から1978年までの間に68編の論文と, 8冊の単行本

を出して居られます。

吉田さんの学問上の功績についてもつと具体的に

書きたいと思いますが,それにはやはり吉田さんの

学問をよくしつている方によってまとめられた『功

績調書』の一部を引用させていただきたいと思いま

す。

『 故吉田教授は,「生物生産に極めて重要な関連

を有する海洋にかける湧昇現象の力学的解明の基礎

を築き,その後のこの分野の研究発展において国際

的に指導的役割を果たしてきた。海洋大循環の研究

に関しては,亜熱帯反流の予言とその検証,その他

黒潮に関する研究の推進」を行なうなど,我国にお

ける近代的海洋研究の中′き的存在であつた。これら

の一連の業績に対しては日本海洋学会より昭和43年

度日本海洋学会賞が贈られている。故吉田教授の業

績ならびに能力が国際的にも高 く評価されているこ

とは,国際海洋科学協会 (IAPSO)の副会長,海
洋研究特別委員会 (S00R)の委員,お よびその他
専門委員会 (CUE)の委員長等として研究推進協議
にあづかる重要な役を果たしていることにもあらわ

れている。』

吉田さんが国際的にもよく知られた学者であった

ことはこれでよくわかります。功績調書とは勲章を

いただ〈ためのものです。吉田さんは正四位と云う

くらいと勲三等旭日中綬章 と云う勲章をいただかれ
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ました。これに対 し吉田さんがどのような感想をも

たれたかは私には知るよしもありませんが,すなお

に喜んで居られるのではないで しようか。

吉田さんはちよつと見ると気むづかしそうな感じ

のする人でした。 しかし本当はそんなに気むづかし

かつた とは思えません。ただデ リケー トな方で した。

吉田さんの本質は善良 と云うことばが一番 よくあら

わしているのではないかと思います。

吉田さんは人を不U用 しようとした り,あ るいは人

<学部消息>

教 授 会 メ モ

4月 19日 (水)午後1時30/Dよ り定例教授会

1,前回議事承認

2 人事異動等報告
3.研究生の入学について

〔講師以上 〕

所属  官職   氏   名  締 月日

化 学  講 師  原 田 一 誠  533.1

物 理  助 手  中 尾‐ 憲 司  53.3 1

植 物 助 手 笠 原 道 弘 533_1

をふみだいにして何かしようとした りすることは絶

対にありませんで した。叉自分の意志をむ りおしに

人にお しつけた り,人を自分の思うようにさせよう

とした り,そんなことは吉田さん ともつとも縁の遠

いことだ と思います。

30年以上のつきあいと云つても顔をあわせるのは

時々で したので,今でも叉,いつか顔をあわせるの

ではないかと思えてな りません。

4 研究生の研究期間延長について '

5 昭和53年度受話研究員について
6 人事委員会報告
7.会計委員会報告
8 教務委員会報告
9 寄付受入れについて
10 そ の 他

異 動 内 容

教育職02等級 (東京大学助教授理
学部 )に昇任させる

教育職03等級 (東京大学講師理学
部 )に昇任させる

教育職03等級 (東京大学講師理学
部 )に昇任させる

医学部から

動異事人

考

〔助 手 〕

所属  官職
物 理  助 手
情 報  助 手
情 報  助 手
数 学 助 手

人 類  助 手
地 物  助 手
生 化  助 手

氏

須 田

大 岩

疋 田

水 谷

今 村 啓 爾

古 屋 逸 夫

村 田 紀 夫

異 動 内 容

宇宙線研究所助教授昇任

豊橋技術科学大学講師昇任

退 職
退 職

文学部助手に配置換

気象庁気象大学校講師転任

教養学部助教授昇任
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都立大学講師就任

学習院大学講師就
任

考備名

博

元

雄

明

英
　
　
輝

発令年月日

53. 3.  1

53  4  1

53  3.31

53  3.31

53. 4  1

53. 4  1

53. 4  1



名
邦・摯・昨
燎
制
に
一俊
一
暉・
蒔
一̈・計

氏
『一申
］
時
は
降
申
一申
鰤
嚇
剌
赫一痢

講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔・峠

癖
岬
靡鰤
慟
化‐学・癬
始
岬
鉾
孵
孵
呻
囃

発今年月1目

53. 4. 1

5a 4.1
53t4.1

53. 4. 1

5314,1

53. 4. 1

53. 4, 1

153 4. 1

53,4, 1

53.4.1

53 4. 1

5& 3,31

53. 4.15

[●

異  動
は 採凛

助手に採用

助手lこ1翻

助手に翻

嚇 に1翻

助手に採用

助動

蘭手に採用

肝 に槻鮨需

:孵に翻

動手に採用

暴 験

退 職

i印会社就職

閻 ザ
睦

備容

・久

仁

一
一
大

久

武
一　
　
健

・秀

高

川

谷

原

木

村

・及

水

池

青

木

手
・
手

手

助

助

助

物̈
・
物
・
北

理

報

権

地

生

物

情

5314.16 筑渡大学勁教授昇任

弘 4.16‐  名古屋大学動教授昇任‐
535.1 奈良女子大学訪教授昇任
職 5・ 1 助手に採用
m.5.1‐ 勁手に採用

〔講師以上〕

訴晟‐  官職
物 理 教,授

物 1理  1助教授

数 学 助教授
イι 学 1動教授

〔‐報 i鵬 〕
所属  官職
物 理 事鯖

物 理 事務官

情 報 技 官

イヒ 学 よ支1装生Fミ
数 学 ‐技 官
イヒ 学 技 官

地 質 難

事務部 事務官
鞠  鑢

数 学 技 官

発今年明日

田.4.1

53 3.31

53. 4. 1

53.4.1

異

停年退職

退 職 期 嘲 所就職

1棘大学動数艶靡学鋤
…

る 大阪大学から

容

郎

瞬

呻

二

・太
　
　
卓

紘

・原

上

合

口

木

池

落

原

発令年月1日

|■ 3,1
63. 3.16

蕊、‐ 3. 1

531 ‐■ 1

531331

53.41

153. ‐4 1

53.41

53. 4, 1

53.4. 1

備

藤

舞

剌

恒

』

螂

正

醐

」

塚

島
栞

津

藤

田

原

口

部

飛

森

塚

梅

違

松

市

川
●
渡

麟 露徊曖 続京蝉鱚嚇 ぢ

異  動  内
採 用

採 用

採 用

採 用

退 職

退 職

退 職

割 嘲 雛

人事掛に配置換

採 用

‐
=6-―

―
究所か

ら‐

東海ホ まゆみ



所属

物 理

物 理

考備職

官

官

官

・技

技

氏 名 子脚 1日  異 動 内 容
立 花 佳 子 凛 430退 職
大日方 一 男

‐ .B5,‐ 1 大型計算機センターヘ配置換

タト国人客員研究員報告

氏    名‐

Harold Sololmon

2月 海 タト渡 航 者

研 究 期 FFl

53. 41～‐53 まti

轟易言縫急
る原子核及び物性物理の

理蹄諄罐難解路躍轟
のため

‐有機合成化学に関するシンポンタム

出席

ミ■オン懇 の|ため

:地震予知の研究のため

電子・陽電子衝突実験の研究1のため
(D〕SI)

「気組の分子構造」に1関する第7回

庭場墓羅単だ畠事|`品発盤藷懲普ば

所属

地 物

化 ‐学 教

物 理 教
化 学 講

勅 施 助

化 学 教

国 籍

アメリカ

氏

里
一　
　
堀

今
・

小

餓
時　岬

属

理
　
理

所

物
　
地

光

　

敏
　
　
　
　
耕

山

　

一崎

一‐田

田
　

津

向

　

山

脇

・武
　

朽

授

　
一授

師

手

　

授

名   渡.航先1国,
純  カ  ォ  ダ

巌  イ  ン  ド

昭 大 韓 民 国

‐光 カ  ナ  ダ
宏 アメリカ合衆国
広 Tイ漣 邦共和国

三 アーメリカ合衆国

渡航期間

2. 1
-レ麟1_31

2.10～ 2122‐

2.lo～ 2‐ 12‐

21‐ 15-3.  1‐

2120-3.16

2.22

～ 黎L2.21

2,21-31261

3月‐海 外 渡 航 者

1所属  官職‐
物 理 教 授

類 二脚歳

球 教 授
理 |

質1 鐵

名   渡航先国
昌 俊 南 辮 和,国

イ タ リ ア
ス  イ  ス
フ ラ ン ス

恵 市  フィリン・潔 国

均| アメリカ合衆国

英 彦 アメリカ合衆回

氏

小 柴

尾 本

竹 内

島 崎

渡航期間    渡  ‐航  目  1的
32～ 3“ 蘊錐魏霧熙餃岬響

人
　

．地
物
一
地

a″～48騨辮欝緯織鰊2が遺
3125～ 4.2 ′ヽワイ諸島における畔 研究のた

め

3.27～ 51 コルデイエラン・ セタション峰
にかけるネカ″ンに関するγンポジ
ウムに1出席及び研究連絡のため

動 物 教 授 高 橋 景 一 オーストラリア 3111～ 3.28 棘皮動物に興する国際会議に出席の
ため

-7-



漏一疇卿．螂

官職  氏  名
助教授 斉 藤 正 徳

教 授 酒 井 彦 一

渡航 先 国  渡航期間
アメリカ合衆国 3.26～ 4.1

アメリカ合米国 3.17～ 44
完犠
地震識 に関する会議 断 の

蛛 鰤∫動魃
科節 星EXOIS‐A馴 :赳険デー′
取得のため

誉鶴群抵関す
る醸ツパツク

電子・陽電:子衝突実験のため

岩石学の研究および研究指導のため

第 9回現・ 感星科学会議に1出席し,

駅 期 麟 鶴 暑盤
怖 稗 に

渡  航  口 的
1固 '体物理学に関する研究のため

上皮細胞の協調軸 |‐およ―び形態形
1成運動の機構の師 のため

代数幾何学の研究のため

査難‐論皇臨らだ響郁催

第         言學言多ビ

地物研 助 手 金 田 栄 祐

物 理 助教授 1釜 江 常 好

地‐質 助教授 歌 田  実

植 物 教 授 飯 断 撒 雄

素物施1助 手 戸 塚 洋 二

教 授 久 城 育 ‐夫

助教授 武 田   弘
質

物

地

骸

カ  ナ  ダ

アメリカ合,衆国

アメリカ合衆国‐,
フランス,ス‐

―
ス

・
中 国
チエコネ
'パ
キア,

‐イオリア,ブルガリア
トルコ:イ ラン

イ メ リ ア

ドイ場弱職共和国

アメリカ合衆1国|

アメリカ合衆国

31‐8～ 4.18

4月 1海 タト渡 航 者

所属  官職,

物 理 助 手

動 物 ‐助 手

数 学 動毅

化 学 教 授

昭和 53年 2月 17日 (1名 )

【動 中軒(ノ修尊 )】 1名

鎌田  修

ス   4.28-5. 7

理 学 部 卒 業,者

夫

夫

名

和

重

原

内

一氏

北

竹

治

則

徹

道

田

木

塩

大

渡航先国

南ツ,野「り新]国

連 合 王 国

T・4‐ツ絲 共和国

大 韓 民 国

1渡航期間

4.12-021

4.12

～ 544.11

4. 1～ 9.30

4,19～ 4.29‐

同同同

'7～ =“ 多;I臨鵡翻拒恩
するシンポ

3.130     新期造山帯にあらわれる変1質悔Rの
～魏 3.29 比較研究のため

3.127～ 4. 21

3.15

～ 54,3.14

3.27～ a31

3.■2～ 3.22‐

―‐B一



昭和53年 3月 28日

【数  学  科】 42名
数沢  栄 :鈴木 和夫 ,石井

鈴木  敦 ,坪井 堅二 ,永田

阿部 吉弘 ,岩渕 真人 ,上
木村 弘信,岸野 洋久 ,小池
高石 繁生 ,高橋 洋一,谷
村山 令二,木村 英r,

精 ,大西

真也,野海

正明,打越

dll彦 ,小門

俊之,椿

貞憲,大山

■EA,肥山

敬祐,緒方

裕孝,小室

潤子,中島

義廣 ,久保

高‐ ,村瀬

寿雄,加藤

睦 ,斉藤

匠―,古川

昌之 ,清水

元彦 ,植田

裕一,金田

盛彦 ,日 口

吉弘 ,糾田

保弘,菅野

和孝,渡邊

裕之,兼田

功,田中

幹也,三好

一教
報
麟
評
透

【物

能見

須藤

増原

梅本

菅野

漱

竹下

野中

藤田

吉田

【天

醸

理 学 科】 74名

育孝,荒井 員リー,小野 治人,神前 純一,1し戸
千秋
・ 須摩 春樹 ,田中 健滋 ,高松 洋子,豊島
直人,室 腱次郎,矢部  輝,山田  忠,相原
康成,上井 邦彦,江間 泰示,長田 敏正,甲斐
良三,北川 博之,久保 敏幸,源間 信弘,小林
貴史,杉本  譲,鈴木 良夫,田子 一農 ,高瀬
光明,竹森  直,谷口  清,辻  俊二,烏海
洋,長谷川哲夫,長谷JII裕夫,長谷り|1泰正,櫨

博,前田  章,松山 晶彦,宮寄  武,室井
宣章,綿村  哲

科】 3名
充,常田 佐久

春雄,小磯 晴代 ,′l凱わかえ,柴垣 顕郎
近,野澤  靖,藤木 .良 ,牧野ゆり子
博曜1伊藤  敦,石内 秀美,石川 千秋
直行 ,川合  光,川越 秀二,川 田 能成
博,小森 文夫,後藤 典夫,齋藤  実
雄一,高橋真一郎,滝川  仁,滝尻 珍重
明,中泉 明彦,永塚伸太郎,西崎 孝道
浩一,秦  信宏,阪東  寛,日 笠 健―‐

雅博,八木 康之,山 1内 正則,山下 治雄

文 学
正明,相馬

【地球物理学科】 18名
佐藤 博樹 ,中村 光一,宮崎登美久 ,青木
岸本登志雄,北村 佳照,練細 一起 ,滝上
藤田  茂,輪座 利彦

繁明,岩‐峙 伸一,宇平
豊,当舎 利行,永田

幸二,大西 正純,金子 郁雄
雅,西川  敦,平田  直

【化  学  科 】 44名
浅見 正弘 ,東  和文 ,井上
別 |1 晶子,江川千佳司,小野

金藤 栄孝 ,佐 木々高義 ,佐野
島田 底道,鈴木 啓介 ,千葉
根岸 良大,橋本 和仁 ,藤倉
丸山 和夫,森  裕平,矢作

薫 ,井山

寛 ,大島

有司,齋藤

光一 ,土屋

良,藤本

哲朗,山峙

弘幸 ,飯 島

茂,岡本

茂樹 ,阪本

弘雄,永田

克已,星子

裕文

誠,家近

敏嗣,金井

泰男,山1東

稔,中塚

知範,牧島

泰,板垣 秀幸,上桝  勇
豊,川幡 穂高,木村 祐二

勤弥,新波久二雄,柴田 智之
隆,申山 陽一,西村小百合
英男,松井 正宏,松尾 基之

【生物化 学科】 22名
瓜生原信輔.」 俣ヽ 達男,小坂 郁代 ,中村 譲治,天野 芳和 ,石野
菊池 筒志,熊谷 博道,児玉 隆治,小林 久人,小安 重夫,佐藤
田申  敏,内藤  哲,野元  裕,橋本 晴男,古川 伸一,柳沼
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史敏,植村  浩,榎森
元信,斎藤 公子,嶋田
克幸

麒
　
一夫



【生物学科 (動物学 )】   0名
岡  良隆,上村 慎治,串山 紀夫,小路 武彦,中土 義章,野申 浩一,引地 筒子,松下
最上 善広

【生物学科(植物学)】  7名
星野 一昭,岡本  進,佐藤  良,津田 雅孝,申嶋 茂雄,細川 周平,峰雪 芳宣

【生物学科(人類学)】  4名
諏訪  元 ,井辻 朱美,小泉 清隆,高橋 秀雄

【地学科 (地質学・鉱物学 )】  16名
新井 英憲,巻岡 敏紀,「4・上 耕児,猪原 芳樹 ,植杉 一夫,小澤 一仁,大田  保,亀井 政之
川野美砂子,清水 和彦,千木良雅弘,中嶋  悟,中村恵里子,長谷川修―,山 口 筒志,田吹 亮一

【地学科 (地理学 )】  8名
木村 和生,菊地原 新,岡山  潤,蟹谷 和弘,北島 晴美,諏訪 春洋,多田 卓史,高橋 雄一

大学院修士課程修了者

昭和53年 3月 29日  (198名 )

【数 学】 22名

青木 貴史,赤川 誠一′石原公=郎 ,大里 博志,大田 慎一,片岡 俊孝,加藤 信一,楠岡
合田 俊文 ,小島 定青,佐藤 康夫 ,下村  俊 ,菅原 一秀,鈴木  貴,EE島 慎一,谷川
坪丼  俊,硲  文夫 ,丸山 直昌,矢野 公一 ,山崎 正之,雪田 修一

雄

雄

成

政

【物  理  学】 48名
秋魔  「誠|,荒木 敬介 ,今日 正俊 ,岩崎 博行,岩橋
牛越 淳雄,内村 直之,大川 正典,大橋 隆哉,押山
巨瀬 勝美,小中 信典,駒官 幸男 ,佐々田博之,佐藤
新川 孝男,鈴木 敏―,鈴木 弘成,住吉 孝行,棚橋
長野 正道,那須田明生 ,新居田正史,西野  仁,西村
藤森  淳,宮下 精二,森 祥次郎,屋代  真,吉沢

理彦 ,岩間 芳生,宇佐川利幸 ,潮田 浩作
淳‐,川崎 洋人,窪田 有一,黒沢  隆
朝1男 ,沢田  証,篠田俊二郎,柴田 fl」明
俊之 ,椿 光太貞5,寺西 信一,中島 一久
弘志,馬場 基芳,平木  敬,広海  腱
英尉,林  青司,涌井 貞美,窪田 道典

【天  文  学】
浜部  勝

【地 球 物 理 学】 19名

井口 俊夫,伊藤 公子,岩崎
塁村 雄彦,柴崎 和夫,田中
村田 節夫,吉川 澄夫,吉田

1名

識
膨
螂

歌田 久司,江口 孝雄,大久保修平 ,川辺 正樹 ,小玉 ‐人
申田 正夫 ,浜谷  望 ,1藤井 京子,本田 勝彦,町田  忍

―-10-―



【化 学】 37名

荒井 真一 ,五十嵐幸信,今岡
大場  茂,片桐  元,金岡
正田晋一郎,菅

‐ 和彦 ,杉田
田辺  潔 ,筒井 幹雄,角 田
板東 高志,藤森 光雄.校條

【生 物 化 学】 14名
青木  智,板谷 光泰 ,老田
西田 栄介.服部 成介,久永

正徳,岩井 正博,牛木
靖,久保田裕康,河野

教文,鈴木 邦夫,大門
欣一,長瀬 公一,並河
浩,渡辺 匡子

秀治 ,浦部

=通 ,小杉

寛,高橋

美鈴 ,野村

宏 ,大谷

信博,坂ロ

純―,高橋

昌治,~花房

弘之,大野 裕康
喜生 ,佐 々木元

由和 ,高林ふじ子

文人 ,馬場 祐治

【動

赤坂

増井

【植

池内

物

昌彦 ,植村

【人 類
長谷川真理子

【地  質
阿部 勝已,安部
バルセ ローナ

【鉱  物  学】  4名
海津 重倫,鈴木 正俊,日中

【地 理  学】 6名
荒井 良雄 ,熊木 洋太,佐藤

【相 関 理 化 学】 18名
井上 栄汽 上田 英二,大塚
田辺  久′田村 真一,中馬
山岸 明彦 渡辺  肇

物‐ 学】 9名
甲治 ,川上 速人 ,河村 孝介 ,小林 裕太 ,真行寺千佳子,高橋純夫 ,深町 博史 ,前田龍一郎
徹

哲也,桑原 朋彦 ,越尾  修,桜井 通陽 ,佐藤 直樹 ,綱脇 祥子
真市,藤本 完治 ,前川 昌平 ,松村 寿子

学】 7名
筒子 ,可知 直毅 ,門田 裕一 ,沓掛 禾口弘 ,福田 裕史,邑田  仁

学】 1名

学】 8名
忠彦,内田  隆,角和 善隆,加瀬 友喜,杉山 雄―,多田 隆治,ベルナルド・

充,辻村 凡平

裕治 ,中俣  均 ,三浦  真,吉田  隆

昭夫,岸 浩一郎‐,月 松ヽ 庭次,高島浩一郎′高橋 1勝雄 ,田中 利典
寛 西岡 公彦,野口  茂,橋  真理,桝谷 道t矢 島 裕介

【科学史・科学基礎論】 4‐名

久保  明,佐野 正博 ,山岡  豊 ,吉岡
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昭和 53年 3月 29日  (72名 )

第 1種博士課程修了者

論 文 題 目

根 シュパリー群En lq)(q:偶数 )の ある種の特徴づけに関する研究
q―進保型函数によって一意化された或る種の多様体について

強磁場中 2次元不規則電子系の電子構造

超音波による固体ヘリウム4の研究

析 
構造を陽にとりいれた DNA二次構造の熱変性過程の熱統計力学的解

BCC固体ヘリウム3に かける核スピン秩序
メスバウアー効果によるFe304低温相中のF:+イ オンの研究
透過法による銅の電子スピン共鳴の研究

数式処理における新アルゴリズムの研究

‐裏筐
デ
ニ

`び

フ葎婆朱菅お裏事雰轟彎皇尻警 t荘丘
音響分離システムの構

ショウジョウバエ飛翔突然変異の遺伝学および電子顕微鏡による解析

非品質構造の転位模型

時間分解分光法による分子の緩和定数の決定

中性子準弾性散舌しにょる溶液の構造と原子拡散の研究

グラフォイルに吸着した
3He単
分子膜の核スピン緩和時間の演1定

円管内の粘性流体中を軸に平行に運動する微 蠅́ 子に働 〈力

凝縮相稀ガスにおける励起電子状態の分光学的研究

非可換ゲージ理論における赤外発散と低エネルギー定理についての研究

Ⅵ族遷移金属カルコグナイドの応力及び磁気光学的研究

索表計算法,原理とポータブルなコンパイラー

鎖状高分子溶液から|の準弾性光散乱

フェルミォン・ポノン系の古典解

グラファイト・インターカンーンョン化合物の電子物性

鉄申のμ
+の
量子拡散とスピンの横緩和の理論

常な要望
中間エネルギー領域のπ

~4He弾
性散乱に対する光学ポテンシャ

フオース・フリー磁場の新しい取扱いと,その太陽活動域磁場への応用
回転ポリトロープの静力学平衡状態

地球磁気圏及び惑星間空間にかける粒子加速現象

高圧下にぉけるマントル鉱4/2の相平衡とマントル遷移層の鉱物構成

岩石/水の系における界面動電現象と,その地球物理学への応用

胆Υ:研晃
地域における地震活動と実体波スペタトルに関する海底地震計

セレンテルルの圧力誘起半導体―金属転移

拓研究 
ル化合物及びアルコールの新しし̂活性化を利用する合成反応の開
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専Fl課程

数   学
同

物 理 学

同

同

氏

水 野

栗 原

青 木

岩 佐

上 野

内 海

梅 村

加 藤

金 田

木 村

小 穴 孝 夫

小 泉 大 一

小 西 憲 俊

佐久間  隆
佐 藤 幸 三

篠 原  勝
末 元  徹
菅 本 晶 夫

田 中 正 俊

寺 島 元 章

西 尾  泉
西 村 明 俊

樋 口 行 平

藤 井 秀 荘

若 松 正 志

桜 井  隆
醒 口 良治

寺 沢 敏 夫

赤 荻 正 樹

石 戸 恒 雄

大 内  徹

青 木 勝 敏

伊 津 敏 雄

名
駐
章
雑
泉
締
一

男

夫

正

久

研

鎮

隆

康

高

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

天 文 学

同

地球物理学

同

同

同

同



専門課程

化      ミ許

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

生 物 化 学

同

同

同

同

動 物 学

同

同

同

植 物 学
地 質 学
鉱 物 学
同

同

同

相関理化学

氏  名
石 川 清 文

磯 田  悟
稲 垣 由 夫

内 多  潔
大 川  忠
大 塚 荘 一

小 柳 和 子

金 崎 英 二

佐 藤 春 雄

菅 野  忠
中 垣 良 一

中 西  博
西 澤  節
野 上 法 正

坂 東  博
牧 野 友 子

松 本 良 夫

官 前  博
渡 辺  裕
沖 花 裕 行

松 本 幸 次

河 村 富 士夫

瀬 川  薫
才 野 敏 郎

市 川 真 澄

西 塚 雅 子

細 美 義 郎

野 崎 真 澄

三 室  守
藤 巻 宏 和

沢 田 俊 幸

太 田  励

草 部 博 達

西  文 人

蝦 名 不二 夫

論 文 題 目

複素芳香族 カチォンを用いるホスホナー トの合成 とそれらのWittig―
Hornρ  r反応

芳香族高分子固体の分子鎖凝集状態の研究

N― チォスルフィニルアニリン類の化学

フタロシアニン化合物の触媒作用 ―配位 と反応―
赤外分光法及び反応速度解析による不均一触媒反応の研究

電気陰性置換基をもつ トリブチセン型化合物の配座平衡 と分子内東縛回転
の障壁

気体電子線回折による分子構造の研究

MID粉 光法を用いた芳香族 アミノ類及びキノン類の低位電子状態の研究
溶液および凍結溶液中における光化学反応のメスパウアー分光法による研
究

有機イォンラジカル塩の磁気的および光学的性質

励起芳香族分子の分光学的ならびに速度論的研究

水素結合の電子構造および電荷移動機構の分光学的研究

コパル トー 59NMRに よる錯体の研究
ゴーミュ安定性の構造化学的研究

金属蒸気と気体 との反応生成物の赤外分光法による研究

長半減期放射性核種
92N b及
び
91N bの

測定

電子分光学法によるPd表面上のSの状態
トリスージアミン錯体中の電子密度分布

含窒素ヘテロ環式芳香族化合物を用いる合成反応の開拓研究

複合コアセルベーションの分子機構 とその化学ポテンシャルについての研
究

枯草菌の生産する 1本鎖 DNAを特異的に分解する酵素の研究

枯草菌ファージDNAの cleavage mapお よびその応用に関する研究
ウイルス トランスホーム細胞にかける蛋自のリン酸化

海洋におけるTrichodesmiumを主 とした浮遊性藍藻による窒素固定 と
その低緯度海域の窒素サイクルに占める役割

魚類の嗅覚系神経回路に関する形態学的研究

雌マウス視床下部神経核の形態学的研究 ―特に神経内分泌機能を有する
神経核について―

ムラサキイガイにかける繊毛運動の制御機構に関する電気生理学的研究

視床下部と脳下垂体の機能的関連に関する研究

ラン藻における光合成色素系Ⅱの構成に関する研究

日本の火山岩に含まれる希土類元素に関する岩石学的研究

ピクリン酸の結晶構造 とその偽対称について

雲母の結晶構造 とポリタイブヘの水素の影響

胤計9ずPTミ暑3翻 ′
2系及び共И幣 液のPHに ついてのゼオライト

03A(=3 cao一A1203)及 び 03(=3 cao― Si02)の 結晶化学的研究
種 の々β―ジクトンを含むオルガノアンチモンm化合物の合成と構造。ト
リアリールアンチモンMに配位したフッ素置換β―ジクトンの新しい反応
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専門課程

相関理化学

同

同

同

昭和 52年 4月

専門課程

錯雛壼胡猥雌嘉3

条 2項該当
輪 文博士 )

同

同

同

同

同

同

同

学位申請者

大 谷 光 春

渡 辺 和 忠

有 沢 健 治

林    進

11日 付授与者

学位申請者

鈴 木 筒 憲

砂 田 利 一

宮 本  健

大 田 康 彦

大和 田 謙
山 下 貴 司

中 田 育 男

土 屋  淳

題文論

劣微分作用素に付随した非線型放物型方窄式に対する非単調作用素の摂動

高アルギニンヒス トン(H4ヒ ストン,H3ヒ ストン)の特異会合現象と
その微細構造

金属リツウム軟X線端の研究

マウスの生殖行動

理 学博 士 学位 授 与 者

論 文 題 目

ウシ精液リポヌクレアーゼBS-1の一次構造

ある正則写像の極大族

トリベンジルホスフィンを安定化配位子とするヒドリド白金 OIn錯体の合
成と配位子間相互作用

出生直後の性ホルモン投与によるマウス精巣の持新的変化に関する研究

ウラン化合物の赤外線吸収スペクトルに関する研究

沼生目植物の胚における根の発生と系統

コンパイラにおける最適化の研究

位置天文学の新技術の演1地的利用の可能性

昭和52年 5月 9日付授与者

専門課穆   学位申請者
判 畑 1第3 土 井 秀 之

論    文    題
V族半金属の電子構造の一軸性圧力依存性の研究

ピォシンRの作用機構

地塊運動の形成機構に関する地質学的,実験的研究

和量蓬賜拿業
法によるNH3分 子の反転,回転および振動準位間の衝突緩

原子吸光分析法による磁性体および磁性半導体単結晶の組成に関する研究

枯草菌の遺伝的組換え欠損変具体の研究

リーマン対称空間のある実現

質量零の場に起因するファインマン振巾の特異性の研究

論    文    題
有機蒸着膜の電子構造

ビットパターン方式に よるグラフィックス

ーー14-

条印費該当
(論文博士 )

同

同

同

同

同

同

同

飯 島

恒 石

狩 野

飴 谷

定 家

大 島

宇 川

道 子

幸 正

覚

公 兵

義 人

利 雄

彰

昭和52年 6月 13日 t耀受・与者

専門課程   学位申請者
糊 U第3 嘉 村 祐 輔
条3項該当
(論文博士)

同   川 合  憲

“
　
　
。．
　

、
嶋



専門課程

学麟朋」第3

条 3項該当
(論文博士 )

相関理化学

同

動 物 学

昭和 53年 7月

学位規則第3
条 3項該当
(論文博士 )

同

同

同

同

同

同

同

学位申請者

石 田 昭 彦

江 連 和 久

岡 部  豊
小 室 正 人

11日 付授与者

学位申請者

堀 口 浩 幸

松 本 禾口子

菊 地 一 雄

中 島  宏

吉 田 正 章

竹 下  彬 :

薬 師 久 弥

平 井 直 樹

論 文 題 目

天然共役ポリエン化合物の合成研究 一四塩化チタンを用いるビタミンA
・ Bァ カロチン及びパリチオンの合成―

三要素よりなる神経回路網におけるリズム発生とその条件

準一次元導体における電荷密度波の不純物ピン止めと,位相結合の融解

放射線照射により誘起されるマウス卵巣腫瘍に関する研究

論 文 題 目

水銀光増感反応の初期過程の研究

ポリモリブドヒ酸有機誘導体の結晶構造

高分子電解質溶液の電気光学的研究

Bacillus stearothermophilusの 酢酸キナーゼの精製とその機能
に関する研究

離散的なモノドロミー群を持つFuchs型 方程式の局所理論
コンパクトなリーマン多様体上の定常ナヴィアーストークス方程式の解の
存在

ベンジジンおよびN,N,N!,N「 ―テトラメチルベンジジンを電子供導体
とした電荷移動錯体の結晶構造

外限筋運動細胞に対する小脳室頂核からの影響

昭和 52年 9月 26日付授与者

専門課程   学位申請者
植 物 学  鈴 木 孝 仁

鴨 脚 建 夫

範 棚 」第3 矢 野 敬 幸

論 文 題 目

サルモネラ菌ベン毛基部形成と Fla遺伝子群の機能に関する研究

ファージXの宿主域に関する遺伝的研究             .
衝撃波管による高温均一気相反応の研究

分子錯体および他の有機固体の誘電的性質

パルス加熱フレームレス原子化装置の開発と原子化過程の解析に関する研
究

原子吸光分析法にかける原子化機構と内部標準法に関する研究   |■
カドミウム 110及び 112に 対する陽子散舌Lに よるアイノパリツクアナ薇

.グ

反応の研究                    :     、

Au(Cr),Au(Mn),Au(Fe)合 金の磁性の 54Mn核 偏極による研究
白′鳥座のX線源C ygX-1の 観演1              1  ■

同一視作用素を伴 う散舌し問題の研究

光合成細菌中におけるがクテリオクロロフィルaの存在状態の研究

核磁気共鳴によるヒノキチオールの研究

条 3項該当
(論文博士 )

同

同

同

同

物 理 学
学位規則第3

条 3項該当
(論文博士 )

同

生 物 化 学

朝陽銀 J第 3

条3項該当
(論文博士 )

石井 菊 次 郎

植 田 憲 一

高 田 健 夫

曽 我 文 宣

平 木  哲
小川 原嘉 明

カロ古  孝
宮 崎 龍 雄

陳  栄  作

―-15-―



専門課程 学位申請者

学硼 J第3 前 田 省 利
条 3項該当
(論文博士 )

同 守 屋以 智雄

地 理 学  大 森 博 雄

昭和 52年 10月 17 日付授与者

専門課程 学位申請者

輌 棚 」第3 山 形 俊 男
条 3項該当
(論文博士 )

同   加 瀬
天 文 学  藤 本

昭和 52年 11月 14日付授与者

専門課程   学位申請者
判 棚 J第3 渡 辺 恒 夫
条 3項該当
(論文博士)

生 物 化学  中 村  俊

昭和 52年 12月 12日 付授与者

専門課程   学位申請者
物 理 学  三 間光 太郎
罰 棚 U第 3 福 来 正 孝
条 3項該当
(論文博士 )

同   藤 原 英 徳
同   渡 辺 隼 郎
同   片 山 武 司

昭和 53年 1月 23日 付授与者

専門課程   学位申請者
瑚 J第3  伏 見  譲
条 3項該当
(論文博士)

同

物 理 学

学位規則第3

条 3項該当
(論文博士 )

同

同

雄

克

克

真

論     文     題
気体中でのガウスピームの伝播について

日本の第四紀火山の地形発達史

日本島山地の起伏構造 と地形発達上の位置

論     文     題
ベータ面上の地球流体の運動

日立および別子鉱床の比較研究

かにパルサーからの重力波

論 文 題 目

磁性半導体の単結晶育成と電気的性質の研究

大腸菌ポリペプチド鎖延長因子 Tuの一次構造に関する研究― トリプシン
による,限定分解鎖の配列, SH基近傍のアミノ酸配列について

論 文 題 目

超関数の理論に基いた場の量子論に於ける正則化の一研究

重粒子に対する交換縮退の交叉不変な解

Exponential groupの 正則誘導表現について

線形常微分方程式を解 〈数式処理

電子シンクロトロンにかける高周波加速と電子捕獲効率に対する電子流負
荷の影響

論    文    題
擬イ以雑音解析の生物物理学への応用

低温相マグネタイトの核磁気共鳴による研究 ―イオン配置の推定
仮想テープを持つ計算機の試作とその評価

高温高圧下におけるMg2Si。 4~Fe2 Si° 4系 と地球内部

海洋地域からの岩石のSr同位体比研究

気球による晩期型星の近赤外多色測光
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二

〓
一
薫
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済

森

工同
　
　
　
　
准

口

野

田

　

田

中

溝

板

川

　

松

田

型



専門課程

地球物理学

靭 1第 3

条 3項該当
輪 文博士 )

同

動 物 学

地球物理学

学位申請者        論     文    題     目
唐 戸俊 一郎  マントル構成物質のレオロジ~

松 本 武 彦  ニオブ金属中の固溶水素と置換型溶質原子との相互作用

豊原 富 士夫  中国地方西部にかける秩父地向斜北西部の前期中生代の前期構造地質史
佐 原 雄 二  生長,食性,摂餌活動を中心とするヨンノポリの生態学的研究
渋 谷 和 雄  余震域を通過する地震波の減衰について (1974年 伊豆半島沖地震の場合 )

夫  強磁場下多電子系の理論
工  しし座流星群の流星スペクトルの解析
道  エコンドライト隕石の冷却過程及び鉱物学的研究
二  数学的散乱理論における定常法的研究
司  ムラサキイガイの前足糸牽引筋の収縮一弛緩についての研究
―  ミォシン軽鎖の螢光法による研究
明  ラット肝 ミトコンドリアDNA依存DNAポ リメラーゼの精製とその性質

昭和 53年 2月 13日付授与者

専門課程   学位申請者        論     文     題     目
期 J第3  入 江 伸 吉  孵化前後における鶏組織のキサンチン脱水素孵素に関する研究
条 3項該当
輪 文博士 )

同

同

同

同

同

同

生 物 化学

条 3項該当
(論文博士 )

同

同

同

同

同

同

同

同

同

義

　

正

賢

　

啓

重

本

沢

本

島

安

本

中

倉

長

宮

谷

為

山

田

昭和 53年 3月 13日 付授与者

専門課程   学位申請者

釧蛎 損」第3 藤 井 陽一郎

論 文 題 目

日本の地震の実例から求めた地震性地殻変動の各相 と特性

たばこ栽培を指標 としてみたわが国農業の地域的性格

熱重カカタス トロフィーについて

ワモンゴキブリの糖加水分解酵素

マイクロ波および赤外線分光法によるいくつかの気体分子の振動回転エネ
ルギー準位の研究

可搬型重力絶対演1定装置

ウニ精子のアリルスルファターゼ

3次元ペナール対流の数値的研究

スティプロビニン酸およびスティプロピン酸の生合成

中性子 ピック・ アップ反応により励起された Sn同位核の内殻軌道 lg
9/2か よびNd,Sm同 位核の内殻軌道 lh l1/2

クリプトモナスにおける光走性の生理学的研究

本邦産天然炭酸 カルシウム中のマンガン⊂)の状態分析

2次のジーグル保型形式について

重さ 2の ヒルベル トモジュラー型尖点形式の空間に作用するヘッタ作用素
の跡について

ヘリウムの量子格子モデル

横 田 忠 夫

中 田 好 一

片 桐 千 例

田 中 桂 一

田 一 郎

谷 常 生

出 武 夫

藤 晃 司

口 雅 行

辺 正 勝

部 修 治

崎  正

川 洋 文

村

森

北

斉

関

渡

阿

山

石

同

同

同

物 理 学 武 田 玲 子

二 17-



専門課程   学位申請者        論     文     題     目
物 理 学  武 田  広  第 3共鳴付近での中性子からの負パイ中間子光発生に於ける反跳陽子偏極

度測定

天 文 学  小林 美知彦  早期型星外層の物質混合―剪断流不安定性
同    吉 岡 一 男  RV Tauri型 変光星AC Herculisの 成長曲線法解析
同    近 田 義 広  電波天文観演1の ノフトウエア・システム

地球物理学  中 村 健 治  ラグランジュ的に見た波と流れの相互作用
同    中 村  一  大気大循環に及ぼす山岳の力学効果

化   学  吉 田 邦 夫  荷電粒子 トラックの化学的エッチング

生物 化学  溝 部 文 大  ラットの松果体に対するエストラジォールの作用
植 物 学  鷲谷 いづみ  タバコ培養細胞のアミノ酸合成におけるプロプラステドの役割
相関理化学  安 音5真 一  細胞培養による,イ モリ虹彩色素上皮細胞の分化形質の転換機構の研究
同    永 井 啓 一  TEA002レ ーザー誘起化学反応

***************************

外国人留学生・研究員と

本学部教職員との懇談会

標記の懇談会が,外国人学生委員渡辺直経教授の

招待で, 2月 24日 (金 )午后 4時30分頃から山上会

議所で開催された。

この会は学部長,評議員,協議員ならびに関係学

科,専門課程の教官がホス ト側となり,事務部から 編 集 後 記

も多数が参加した。

懇談会は渡辺委員,学部長の挨拶に引続き,学部   理学部に所属する機関の写真による紹介を表紙で

長が乾杯の音頭をとり,終始たのしいふん囲気のも  することにしました。写真提供のお願いをllFに いた

とに歓談が行われ,午后 7時頃次回を約して散会し  す予定ですので, よろしくお願いいたします。

た 。 (S)

編集 :

平 川 浩 正 (物理 )内 線 3314

飯 高   茂 (数学 )内 線 3205
小 平 桂 一 (天文 )内 線 4341
田 隅 三 生 (化学 )内 線 3148

鈴 木 秀 夫 (地理 )内 線 3:18
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